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（森企画監） 

それでは、ただいまより令和７年度第２回室戸市総合教育会議を開催いたします。 

学校教育課の森です。市長と教育委員の協議に重点を置くため、市長が議長を務めずに

事務局の方で進行させていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

それでは、会議次第に沿って進めさせていただきます。植田市長より開会の挨拶をお

願いいたします。 

（植田市長） 

はい、大変お世話になっております。市長の植田でございます。 

本日は、今年第２回目となります室戸市総合教育会議を開催いたしましたところ、教

育委員の皆様にはご多忙のところ、ご出席いただき、誠にありがとうございます。 

また、日頃より本市の教育行政の振興・発展にご尽力いただきまして、併せて御礼を

申し上げます。 

この総合教育会議は、市長部局と教育委員会が市の教育の課題、そして目指すべき姿

を共有したうえで、意見交換を行い、今後の本市の教育行政に生かしていく場所でござ

います。 

本日は、第４期室戸市教育振興基本計画（案）についてなど、５つの議題について、

本市の抱える現在の教育現場の課題について協議していただくこととなっています。 

室戸市の将来を担う子どもたちの教育について、忌憚のないご意見をいただければと考

えていますので、どうかよろしくお願い申し上げます。 

なお、既にご案内しておりますが、統合中学校の整備が始まっております。デザイン

ビルド（DB）方式という本市にとっては初めての取り組みであります。設計と施工を一

括して発注する方式で、工期の短縮やコスト削減、品質向上などがメリットですが、何

よりも 1年でも早く中学生が安全で安心できる環境で学んでいただけるよう取り組ん

でいるものでございます。教育委員の皆様方には、既に御指導・御支援をいただいてお

りますが、今後は室戸市唯一の中学校として、その教育のあり方や方針などを具体的に

していかなければならない重要な時期を迎えております。引き続き、御指導・御協力を

賜りますようよろしくお願い申し上げまして、開会のご挨拶に代えさせていただきます。

本日はよろしくお願いいたします。 

（森企画監） 

ありがとうございました。 

それでは室戸市総合教育会議の構成員についてですが、市長および教育委員会と規定

されております。 

本日はオブザーバーとして、黒岩副市長、上松総務課長、辻こども子育て支援課長に

ご出席をいただいております。どうぞよろしくお願いします。 

それでは、議事の方に入りたいと思います。議事（1）第４期室戸市教育振興基本計

画（令和８年度～令和１２年度）（案）について、事務局より説明をお願いします。 

（松下教育次長兼学校教育課長） 

（資料に沿って説明） 



（森企画監） 

事務局からの説明が終わりました。ここから協議及び意見交換とさせていただきます。

それでは、よろしくお願いします。 

（和泉委員） 

ページの「課題」のところで、これからの室戸市の教育にも関連してくると思うので

教えていただきたいのですが、課題「①保・幼、小・中の接続を意識した学びの連続性

の確保」とあります。これは、次の実施することに流れていくという考え方でよろしい

でしょうか。 

（松下教育次長兼学校教育課長） 

そうですね。前回の計画の中で連続性の確保というところに課題が出てきたというこ

とが、２４ページ下段、「⑵校種間連携教育の推進」、「①学びの連続性を意識した保小

連携」、「ア 保小連携によるスタートカリキュラムの充実」、「イ 保育の目指す１０の

姿を小１の資質・能力につなげる保小架け橋プログラムの作成と実践」、「②小中連携に

よる居場所づくり・絆づくりの取組」といったところとリンクするという意味です。 

（和泉委員） 

 リンクするということですね。わかりました。 

後から見直したときに、これを載せたらどうかなということがありました。６ページ、

「①保小、小中の接続を意識した学びの連続性の確保」について、もっと具体的に載せ

たらどうか。例えば、保小の共同による架け橋期の教育の充実みたいなことを。どうし

てこう思ったかというと、研修を受けた時に研修の内容が２回とも、架け橋プログラム

のことで同じような内容だったんです。幼保から中学校３年生までの連続性ということ

を２人の講師の先生は話をされていたので、国の方針が今そうなっていると思います。 

だから、保小、小中と分けずに、連続性と協働という言葉を入れた感じで書いた方が、 

これから先のことに繋がるかなと思いました。 

 それと２４ページ、「⑵校種間連携教育の推進」、「ア 保小連携によるスタートカリ

キュラムの充実」のところも、室戸市が学校教育課とこども子育て支援課が別々になっ

ているのでこういう書き方をされていると思うのですが、国の方針のように、そこがう

まく繋がっているというイメージでの記載事項、リンクするという文章があればと思い

ました。 

それともう一点、６ページ、課題「③教育 DX推進による個別最適な学びの推進」に

ついてですが、学習指導要領で「個別最適な学びの推進プラス協働的な学び」というの

があると思います。これからのこととして、「協働的な学びの推進」というのを付け足

したら次のことに繋がるかなと思いました。例えば、統合中学校が決まっているので、

室戸市として保育園から中学校３年生までずっと連続的なイメージでやっていくとい

うようなことで、「個別最適」と「協働的な学び」の２点を付け足してはどうでしょう

か。 

（松下教育次長兼学校教育課長） 

 ご指摘をいただいた内容を確認しまして修正を行い、次の定例会までに直した状態で



提案をさせていただこうと思います。 

（森企画監） 

保小に関しては、こども子育て支援課とも協力をさせていただいて、年に３回研修を

行っております。架け橋プログラムがまもなく完成する予定となっております。 

保育園、小学校からそれぞれ参加して、「この時期には子どものこういう姿を目指す」

ということが分かるようなものを作成して、来年度から取り組んでいく予定です。 

保小中と最初は書いていましたが、実際に保小中を目指しながらも、保小で架け橋プ

ログラム、小中で発達支持的生徒指導の取組があり、それを進めていこうということで、

保小、小中といった書き方になっております。 

今、ご意見をいただいて、保小中を目指していかなければいけないなと思いました。 

（和泉委員） 

それから保育園でひらがなを教えるという行事があったんですけど、例えばその時に

小中学校の先生が保育園に行って保育園でどんなことを学んでいるかということを見

るということをしたら、保育園より高いレベルの生活科を目指していくという一本の道

筋が見えるのではないか、教員の研修にもなると思いますので、架け橋プログラムのこ

とを言わせてもらいました。 

（森企画監） 

 こども子育て支援課からはどうですか。 

（辻こども子育て支援課長） 

以前から、小学校１年生に上がる時には、保育園から紙ベースで子どもの状況につい

てお知らせをしていたのですが、それだけではなく、架け橋プログラムという形でしっ

かり連携をとっていきたいと思います。 

委員さんがおっしゃったような、小学校の先生に保育園の現場を見ていただくという

ことは来年度実施予定で進んでいます。今年度は、スケジュール調整等、保育園側での

受け入れ態勢が整っておらず、受け入れがしっかりできるタイミングで開始する予定に

なっております。 

（百田教育長） 

 来年度は吉良川保育所が担当で行ってもらうようになっています。 

（森企画監） 

 小学校の教諭が、保育所での子どもの学び方がどうなのか、そこを理解していなけれ 

ば、保育所と学校でのつながりは難しいのではないか、そこを繋げるために架け橋プロ 

グラムが必要なのではないかということで作成をしている段階です。 

 保小中連携を目指して明記した方がよいというご意見、ありがとうございました。 

（植田市長） 

今回、案としての教育振興基本計画は、令和８年度から１２年度ということで、今は

４つの中学校がありますが、１１年度からは１つの中学校になるわけです。４つある時

の中学校での基本的な姿勢と、１つになった時の中学校での基本的な姿勢の両方を抱え

込んだ基本計画なので、４つが１つになる新たな問題があるので、そういったところの



対策をどこかで押さえていかなければならないのが一つの課題ではないか。 

それともう一つ、１１ページに児童数・生徒数の推移を載せています。これも見解が 

分かれると思うのですが、この数は出生者数ですが、移住で来られるお子さんの数があ

ると思うんですね。その移住で来られた小学生、中学生の数を内訳で区分していくこと

によって、「５年生には移住者が６人もおるんやね」とか、ちょっと気をかけなければ

ならない物事なんかが出てくるようなことにはならないだろうかということを、問題と

して感じております。 

それともう一つ、ヨーロッパなんかではパソコンや iPadを使った教育というのはや

っぱりダメだということで、元々の使わない教育の方が主流になってきているという話

を聞きます。そんな時に、今まで我々もそういった方針で、何か先進的な iPadを使っ

て学習するというのが普通のように思いがちですけど、もう時代を先取りされている

国々では、それよりもやっぱり従来の読み書きの方が良いのではないかという話を聞く。

学習の中での物事が国際社会で出てきている時に、基本計画の方針を考えるのなら、そ

ういったことのあり方を、国は全部パソコンを導入してやるという形で言っていますの

で、そういった流れには背を向けられませんけれども、受け入れながらでも少しでもそ

の従来の教育のあり方、パソコンを使わないような、そんな時間を持つようなことを大

事にしたような位置付けを基本計画の中に盛り込んでおくということは、大事なことで

はないかと思いました。ここは議論の必要なところだと思うんですよね。 

（和泉委員） 

まず一点目、４つの学校が 1つになる準備について、私は総合教育会議のたびに、そ

れを見据えて広報に「この学校はこういう目的でこんな教育をしている」というのを載

せてくださいと言い続けてきたのですが、全然それがなされていなかった。各学校の教

育情勢を広く地域や親に知らせることは、安心感を与えることだと思います。どんな中

学校ができるか分からない、バラバラな教育をしている学校が、という不安が先に立つ

前に、そういった対策をお願いしたいです。 

二点目の児童生徒の区分については、追跡調査があったら良いと思いますが、いつま

で移住者として分けるのかという問題もあります。室戸市から私立へどのくらい抜けて

いるかというのも一つの調査として必要だと思います。私立へ抜けるのは目的があって

行くもので、それは親御さんやお子さんの自由ですが、これから統合中学校にするにあ

たって、室戸市の小学生が「ここの中学校へ行きたい」と思えるような中学校を作らな

ければならないと、改めて思いました。 

次に三点目、ヨーロッパのことについては SNSのいじめの問題とかがメインでそうな

っていると思います。先ほど課題のところで、個別最適な学びの推進と協働的な学びに

ついてを追加したらといったのがそこです。多様な子どもたちを誰一人取り残さないた

めに育成することが個別最適ですよね。それプラス、協働的な学びというのも国は入れ

ています。それは、子どもの多様な個性を最大限に生かす、というのが協働的な学びと

いうわけです。新しく学習指導要領が変わろうとしている中身にも、これもプラスする

という内容です。だから室戸市の課題に「協動的な学び」を付け足しておけば、室戸市



はそうやって教育 DX推進プラスこういうことにも力を入れているなということが分か

るようになるかなと思いました。 

（植田市長） 

 ありがとうございます。各学校の教育目標を広報していくことは大事だと私も思いま

すので検討してまいります。 

移住者に関しては、どれくらいの期間を移住者として見るのかというのは、子どもだ

けでなく大人もそうで、色々な問題がある中で議論していかなければならない問題だと

思いますが、とにかく今年何人くらいの子どもが、何年生に何人いて、中学校に何人入

ったかというような把握をするようなことはやっぱり大事なことではないかと思いま

す。例えばいじめ問題に繋がったりすることはないかとか、不登校の原因になったりす

ることはないか、というのは、市外から来られたお子さんと地元のお子さんたちとの向

き合いというか、繋がりが、良い形でいく場合もたくさんあると思うけど、何か引っか

かりの原因になったりすることが心配ではないかと思い、提起をさせてもらいました。 

（和泉委員） 

最近、室戸市から市外へ出ていく子どもの話を聞いて、室戸市から出ていく子どもを

どうにかしないといけないなと思うことがあって、いじめとか不登校とかいろいろなこ

とを室戸市内で解決して子どもをとどめる方法はないかなと思いました。 

（植田市長） 

不登校についても、不登校が悪いのか悪くないのか。それを認めて、不登校になって

いる子どもたちが大出世されて頑張っている、みたいな人もいっぱいいるじゃないです

か。そんなことを思うと、不登校だからといって特別な扱いではなく、逆に認めてあげ

るような教育の現場を持つというのも、これまでの学校だったら別の不登校の教育施設

で面倒見たりしているけど、そんなことだけが道ではなく、もっと教育のあり方という

のがあるのではないかということも思ったりしていますので、ぜひいろいろな面から情

報を集めたりしながら新しい中学校に向けても一緒になって考えていってもらえたら

なと思います。 

（百田教育長） 

１２ページから２０ページまで子どもたちの詳しい状況を載せています。 

小学校３年、４年の社会科副読本はデジタルでできていますが、市長がおっしゃった

ように、やっぱり製本したものを自分で持つことも大切じゃないかということで、デジ

タルと製本の両方で作成することを検討しています。 

また見ていただいてご意見をいただけたらと思います。 

（和泉委員） 

２３ページ、第５章、「１ 学校教育の充実」、「⑴学校教育内容の充実」、「② 心

の教育」、「イ 人権教育の推進」のところで、「a 他者との違いを理解し、お互い

に認め合える関係を育成する人権教育の推進」とあります。「多様性」ということをよ

く言われていますので、「多様性」という言葉がどこかに入ればよいかなと思います。 



それともう一点、次のページの下から３行目、「⑵校種間連携教育の推進」というと

ころの、「ア 保小連携によるスタートカリキュラムの充実」、スタートカリキュラム

のことなので架け橋プログラムのような、保育、小学校、中学生まで連続性みたいな言

葉が入っていたら、室戸市の教育として、保育園から中学校まで見通せる教育のことに

触れられるかなと思いました。 

（森企画監） 

ありがとうございました。これを参考にさせていただきながら作成をしていきます。 

（松下教育次長兼学校教育課長） 

作成した第４期室戸市教育振興基本計画は、次の教育委員会定例会で報告させていた

だきます。 

（森企画監） 

次に議事⑵教育に関する大綱についてです。 

（松下教育次長兼学校教育課長） 

（資料に沿って説明） 

 教育に関する大綱については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に規定さ

れておりまして、地方公共団体の長は、国の教育振興基本計画を参酌して、その地域の

実情に応じた教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱を定めるものと規

定されております。地方公共団体においては、教育振興基本計画が策定されている場合

には、総合教育会議において教育委員会と協議調整をして、その教育振興基本計画をこ

の大綱に代えることができるという通知が出ております。そのため、今回この計画を大

綱に代えるということで決定をさせていただいてよろしいかというところを確認させ

ていただきます。 

（植田市長） 

教育振興基本計画という形で置いて、大綱扱いをするというイメージですね。 

（松下教育次長兼学校教育課長） 

はい、そうです。 

（森企画監） 

 それでは、教育振興基本計画をもって大綱に代えることとしてよろしいでしょうか。 

（教育委員、植田市長） 

 異議ありません。 

（森企画監）  

それでは、室戸市教育振興基本計画をもって大綱とすることに賛同いただきました。 

次に議事⑶令和８年度当初予算要求の主な事業について、事務局から説明をお願いし

ます。 

（松下教育次長兼学校教育課長） 

（資料に沿って説明） 

（正木生涯学習課長） 

（資料に沿って説明） 



（森企画監） 

事務局からの説明が終わりました。ここから協議及び意見交換とさせていただきます。 

それでは、よろしくお願いします。 

 教育委員会定例会でも話をした内容になりますが、何かありませんか。 

（百田教育長） 

特に生涯学習課の伝統芸能等映像保存事業について、しっかり準備を進めていかない

といけないと思っています。地域の祭りが運営できないというところ等もありますので、

中川内から順番に回るようにしています。 

（森企画監） 

 他にご意見ないでしょうか。 

ないようなので、次に議事⑷教員の働き方改革についてです。 

事務局より説明をお願いします。 

（森企画監） 

（資料に沿って説明） 

公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関係する特別措置法の改正により、業

務量管理・健康確保措置実施計画の策定が義務付けられ、室戸市でも「業務量管理・健

康確保措置実施計画（R8～R9）」の策定を行っています。 

（森企画監） 

事務局からの説明が終わりました。ここから協議及び意見交換をお願いします。 

（植田市長） 

 質問です。せっかく効果の見えるような改善対策を一生懸命頑張って取り組まれて、

その成果が見えるような現状ですが、実際にはどうなのか。例えば例にされた学校が市

内の学校なのか市外の学校なのか、室戸市の真っ赤な、勤務状況４５時間を超える状況

は全国的な状況がそうなっているのか、室戸だけが特化してそうなっているのか。 

（森企画監） 

示させていただいた学校は室戸市内の学校です。昨年度、学校によって状況が違って

いるというところはあったのですが、特に変化が大きかった学校を昨年度、今年度とし

て示しました。 

その学校でどんな取組を行っているかですが、人の異動があったこともありますが、

管理職の先生方が声をかけて、「早く帰らんかよ」と言って、帰るきっかけを作ったり、

そういう声かけが日常的にされているというところが、管理職との面談の中で感じられ

たところです。 

（植田市長） 

ありがとうございます。大変な効果がでていて、先生の働き方の軽減に繋がるのであ

れば、ぜひ推進をしていただきたいと思います。 

（和泉委員） 

 教師はどうして忙しいかという仮説の二番目、遠距離通勤による負担とありますけど、

教員は通勤があまりにも遠かったら教育委員会から許可が下りないんじゃないですか。 



 「これはあまりにも遠いから無理だ。」と教育委員会がいう立場ではないですか。  

（森企画監） 

 例えば高知市から通勤している方もいますけれど、ここはダメですというのはなかっ

たと思います。 

（和泉委員） 

 自分が現場にいた時の経験上、先生がすごく遠くから通うことになって、教育委員会

が、許可をするのか、しないのかという話を聞いたことがあると思ったんですが。 

 あまり遠いのは事故とか健康状況で無理じゃないかと改善を求めることはできると

思うのですが、そういう決まりというのはないでしょうか。 

（森企画監） 

 面談で管理職が話を聞く中で、交通安全面の話などをされたということはありますが、

強制的にということはないです。 

（和泉委員） 

 そしたら今仮説を立ててくれていますが、遠距離通勤による負担、遠くから通って忙

しくなるのは、これは自己責任ではないかなと思います。 

（森企画監） 

 赴任されたときの手続きの中で、よく教員住宅のことを聞かれます。 

（和泉委員） 

 教員住宅のことは、市町村によっても違うと思います。東洋町では、民間のところを

借りて、そこに教員が入るということで、住居手当もあると思うので、遠くから通うと

いうのは自己責任だと思います。 

（百田教育長） 

 若い職員は、教員住宅は使い勝手が悪いと入らない方もいます。 

（植田市長） 

 強制はできないかもしれないけれど、できるだけ地元で先生方には住んでいただけた

らね。一般市職員の中にも高知市内とか遠くから通っている人もいるけれど、市民から

見たら、「そんなに時間をかけて通って、仕事になるかよ。」といった評価にもつなが

ったりするので、頑張ってやってくれても、そんなことが心配になってくる。 

 できるだけ、強制はできなくても、室戸に住んでもらえるように推進するような体制

は常に持っておいてもらいたいですね。 

（川島委員） 

ただ、教師だけじゃなくて、一般的に室戸に通われている方は、室戸に住みたくない

んですよ。インフラにしても、生活をするうえで不便だと。それだったら高知市内とか

から通った方が自分が落ち着いて休めるといったような人もいます。 

（和泉委員） 

そういう方がいるのはわかっているんですよ。ただそれが忙しいといった理由となっ

たら、それは違うんじゃないかな。それは自分の責任かなと私は思いました。 

（川島委員） 



それはそうですね。 

（植野委員） 

実際遠距離通勤なので負担になっていると回答されている先生はどれくらいいらっ

しゃいますか。 

（森企画監） 

アンケートに答える項目はなく、あくまでも仮説の話です。 

実際遠くから通われている先生が多いのは事実で、通勤に時間がかかると思ったので

仮説としてあげています。 

（和泉委員） 

多分遠くから通われている方は、行事があるときなどは、ホテルに泊まったりしてい

ると思います。 

（森企画監） 

赴任をしてくる先生から教員住宅や住宅の問い合わせがあることもあり、室戸市に住

むことを希望しているが、見つからなくて市外から通っているケースもありますので、

教育住宅があれば地元に住んでくれるのではないかと、個人的には思います。 

（植野委員） 

実際住宅に住んでいる先生はどれくらいいますか。 

（森企画監） 

一人です。 

（植野委員） 

これは一軒家ですか。 

（森企画監） 

はい。旧三高小学校のあたりに一軒家が２軒あります。 

（植野委員） 

教員住宅なので先生だけのためのものですか。 

（森企画監） 

そうです。 

（植野委員） 

吉良川小学校の所の教員住宅はもう使えないのですか。 

（髙﨑学校教育課班長） 

 使えない状況です。 

（植野委員） 

 直す予定はないですか。 

（髙﨑学校教育課班長） 

今は検討していません。 

（植田市長） 

古くなっても教員住宅だけど、使わないのか、使えないのか。 

（高﨑班長） 



 床が抜けていたりする状況なので使えません。 

（植田委員） 

 そこを改善する予定はないですか。 

（植田市長） 

改善ということは、建てるということですよね。ちょっと検討をしていきます。 

（森企画監） 

 他にはないでしょうか。ありがとうございます。 

 次に議事⑸放課後子ども教室の現状についてです。 

事務局より説明をお願いします。 

（正木生涯学習課長） 

（資料に沿って説明） 

（佃委員） 

この「５時まで」とありますけど、この時間は延長できないのですか。 

（正木生涯学習課長） 

放課後子ども教室は基本５時までという形で行っています。５時までで、学校終わり

にきて、途中で帰っても構わないという形で対応しています。 

（佃委員） 

会社の勤務時間が５時までとかなので、そこからお迎えとなると、なかなかこの 5時

までというのが現実的ではないと思いますが、どうでしょうか。 

（正木生涯学習課長） 

時間の延長についても、今後検討していければというところはあるかと思います。 

（佃委員） 

お願いします。 

（植田市長） 

迎えに行くまでの時間もあるので、そこは是非改善していきたいですね。 

これは学校の先生が対応をしてくれていますか。 

（正木生涯学習課長） 

学校の先生ではなく、有償で地元の方とかに来ていただいて、見守りという形で対応

していただいています。 

（植田市長） 

 そういった方のご協力が得られたらできますか。 

（堺生涯学習課長補佐） 

基本的に公民館が５時で閉まるので、そことの兼ね合いもあるかと思います。 

施設の戸締まりをその方たちが対応してくれるようにできたら、延長というのも考え

られるかなと思います。 

（植田市長） 

 それはぜひとも改善をはかっていきたいですね。 

（植野委員） 



この春休みに、羽根の子ども教室の時間が「９時〜１２時」と時間が短くなっている

ので、困っていらっしゃる保護者さんから話を聞きましたが、それはやっぱり人手不足

とかですか。 

（正木生涯学習課長） 

現場の支援員の方の人的なところなのかなとは思います。 

（植野委員） 

 わかりました。 

（植野委員） 

あと、４月１日から小学生になる子どもで、入学式は４月７日か８日だと思うんです

けど、保育園は３月末まで見てもらえるんですが、４月１日からはもう保育園では見て

もらえないので、そこから入学式の間までの期間は、放課後子ども教室で小学生として

見てもらえるのか、それとも入学してないので対象外なのか、そのあたりはどうでしょ

うか。 

（正木生涯学習課長） 

新１年生についても、４月１日からは対象として受け入れていきたいと考えています。 

ただ、体制として３月末までの支援員のスケジュールはできていますが、４月以降の

人員体制のところでスケジュールが、まだできていないので、そういったご要望にも応

じられるように、現場の支援員の方ともお話して、支援員の確保ができれば対応をして

いきたいと思います。 

（植野委員） 

わかりました。ありがとうございます。 

（和泉委員） 

昨年度末に放課後子ども教室の指導員の方の件で、面談であったり選考があったりし

たことがありました。今年度、それを受けて、支援員の面談とか、昨年度のことを踏ま

えて何か改善点があったら教えてください。 

（正木生涯学習課長） 

今年度吉良川地区の放課後子ども教室の方々に対しての面談をして、今の現状である

とか、子どもたちの様子等のヒアリングをさせていただいております。現場の声や保護

者の方からの声等も聞きながら改善を図っていきたいと考えております。 

（佃委員） 

今年度にどれくらい各子ども教室に足を運ばれていますか。 

（正木生涯学習課長） 

 ２〜３ヶ月に１回程度です。 

（佃委員） 

 ３月のこともあるので、できるだけ足を運んでもらって現状を把握してもらいたい

と思います。 

（植田市長） 

なにか心配があるんですか。 



（佃委員） 

ないですけど。４名でやっていたら、やっぱり言っていくところがないみたいな、そ

ういう感じもあるので、頻繁に行くことで会話の中から引き出せるものもあると思うの

で、行っていただけたらなと思います。 

（正木生涯学習課長） 

はい。検討していきます。 

（和泉委員） 

 面談は、全部の子ども教室でやっていますか。年に何回か面談をするとか計画はされ

ていますか。 

（正木生涯学習課長） 

 例年、年に１回程度は面談をしています。今年度、終わっているのは吉良川だけです

が、今後も予定しております。 

（植田市長） 

教育長は面談には行かないの。 

（教育長） 

面談は課長におまかせをしております。 

放課後子ども教室の受け入れ態勢をご家庭の視点に合わせた形に変えていかなけれ

ばいかんと思います。今は市の態勢があって、それに子ども・家庭が合わせる形ですけ

ど、できるだけご家庭の要望に受け入れ態勢を変えていくという方向でやっていかなけ

ればなかなか難しいですよね。そこは検討課題だと思いますね。 

（和泉委員） 

 放課後児童クラブは５時までではないですよね。だからシステムが違うので、片方

は有償、片方は無償で子どもを見ているわけですよね。だから雇用形態も違うだろうし

システムも違うので、根本を室戸市として変えていかんと。公民館の方が何時まで残ら

なければいかんとなってきたら、いかんので。有償・無償のこととか、これから先どう

していくかも一つの課題が、今日出たかなという気がします。 

（植田市長） 

 現場はどうでしょうね、放課後児童クラブのようなことを吉良川、羽根でもやってほ

しいですか。 

（佃委員） 

 それはぜひやってほしいです。それって人数の問題ですか。 

（正木生涯学習課長） 

 子ども教室の支援員は特に資格はいりませんが、放課後児童クラブの指導員は資格が

いります。 

（植田市長） 

 体制としてできないことはないのですか。 

（正木生涯学習課長） 

 人的な問題がクリアできればできるとは思います。 



（和泉委員） 

 放課後児童クラブにすると、保護者がお金を払わなくてはいけない問題がありますよ

ね。 

（植田市長） 

 各地域でのご意見もあるでしょうし、保護者の方々がどうしたいという要望がまとま

ってでてきたら、要望に応じられるように検討をして判断をしていきたいと思います。 

（森企画監） 

 他にはないでしょうか。ありがとうございます。 

 次に、その他についてです。 

何かございませんか。 

（和泉委員） 

スクールバスの学年の範囲ですが、今は５〜６年生は自転車で、１年生から４年生ま

ではスクールバスを出しますというところがあって、雨の日には一人は自家用車で乗せ

ていって、もう一人はスクールバスで行くというご家庭の話を聞きました。 

これからまた統合中学校も決めていく中で、そういったスクールバスのことも室戸市

全体として考えて、ニーズが出てきたらそのあたりを行政で話し合うことも大事だと思

います。そういうことがあったのでこれから室戸市全体のことを考えた時に、学校が家

から遠いので他の市町村に行くといったことになってもいけないので、これからの提案

をさせていただきます。 

（森企画監） 

ありがとうございます。 

他に何かございませんでしょうか。 

それでは、これにて議題を全て終了させていただきます。以上で令和７年度第２回室

戸市総合教育会議を終了いたします。お疲れ様でした。ありがとうございました。 

 


